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◆ 最も近い避難地点までの時間を色鉛筆で塗り分けた手づくりの地図です。
◆ 避難経路が色塗りされることで、直感的に危険な場所と逃げる方向を理解することができます。
◆ 地図を見ながら参加者同士で話し合うことがワークショップの特徴で、性別や世代に偏りのない多様な
　 関係主体が参加することで、地域課題の発見や世代間のリスクコミュニケーション促進にもつながります。

｢逃げ地図｣づくり
ワークショップ

SOMPO流 

災害で悲しむ人をゼロに！
※「逃げ地図」は株式会社日建設計の登録商標です

ワ ー ク シ ョ ッ プ 内 容

逃げ地図のつくり方と活用例紹介

逃げ地図作成

逃げ地図を見ながら話し合い

発表会

セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンの
「子どものための心理的応急処置」 の紹介

ワークショップの流れ 募集要項

対象／地域の関係者、企業、学校など

参加費／無料

お問合せ

逃げ地図づくりの概要

所要時間：２時間程度

損害保険ジャパン株式会社
最寄りの営業店舗は、こちらからお探しください。
ＨＰ：https://www.sompo-japan.co.jp/tenpo/e/


